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．
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猛
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．
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縦
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縫
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又
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．
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膓
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．
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搬
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縫
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．
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光
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．
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．
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四
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1
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．
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廿
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績
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．
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．
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績
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⊆
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。
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〇
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。
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。

　
　
　
～
．
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
！
，

　
　
　
○
岡
山
支
部
五
月
通
信
（
水
野
）

一
、
水
野
支
蔀
幹
事
上
洛
　
山ハ

q
四
本
部
に
出
張
｛
諮
繍
悶
の

打
合
せ
セ
し
題
し

二
．
天
界
研
究
会
　
十
三
日
宮
厚
幹
事
宅
で
開
毛
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
月
部
井
原
4
1

三
．
中
國
文
化
産
業
博
覧
會
二
丁
品

　
て
開
催
の
鼠
講
へ
天
丈
に
關
す
る
圏
・
・
、
、
等
二
十
殿
赦

　
を
二
品
し
鞄
の
て
水
野
幹
事
は
寸
地
観
察
の
爲
め
†

四
日
同
地
に
出
張
し
れ
・

四
．
魯
員
死
亡
　
去
月
葛
本
㈱
三
郎
氏
を
央
ひ
、
本
月

二
十
四
日
河
田
多
賀
一
撃
逝
去
せ
ら
れ
レ
に
つ
き
何

れ
．
へ
冷
雨
ザ
詞
を
逡
♂
ノ
れ
o



　
　
　
　
　
編
輯
室
よ
り

お
誘
に
な
ら
な
い
位
出
版
が
躍
れ
ま
し
π
。
旨

ん
な
辮
解
を
し
た
所
で
そ
れ
が
何
に
な
り
ま
せ

う
。
編
輯
室
が
す
っ
か
り
攣
っ
た
爲
め
に
編
輯

の
方
も
大
分
蓬
れ
た
事
は
勿
論
で
す
。
だ
け
♂

そ
の
外
に
も
つ
ご
選
れ
た
事
の
原
因
は
印
刷
所

の
紹
螢
が
攣
っ
た
爲
め
に
こ
ん
な
に
ま
で
お
そ

く
な
っ
た
の
で
す
。
然
し
そ
の
貯
め
に
印
刷
所

を
責
め
て
は
な
う
ま
せ
ん
。
さ
こ
で
も
同
じ
事

で
す
け
れ
摩
も
、
す
べ
て
は
じ
め
て
或
種
の
印

刷
物
を
起
す
釣
合
に
は
そ
れ
に
特
種
な
活
字
を

集
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
例
へ
ば
天
界
で

あ
れ
ば
『
天
』
こ
か
『
星
』
こ
か
『
火
『
こ
か
言
ふ
字

が
特
く
に
澤
山
入
用
な
の
で
す
。
そ
の
準
備
の

辞
め
に
遅
れ
る
の
は
断
然
の
事
で
す
。
だ
が
何

は
ご
も
あ
れ
責
任
は
私
に
あ
る
の
で
會
員
諸
君

に
奨
大
な
お
赦
し
を
願
ひ
ま
す
。

　
又
私
達
が
や
っ
て
み
る
事
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
螢
．
業
的
な
出
版
事
で
は
な
い
の
で
す

そ
し
て
私
達
に
は
ほ
ん
こ
う
の
専
門
的
な
研
究

が
第
一
の
義
務
な
の
で
す
。
だ
か
ら
編
輯
は
そ

の
慾
暇
々
々
を
ね
ら
っ
て
や
っ
て
み
る
の
で
す

だ
か
ら
そ
の
所
は
厚
く
同
情
下
さ
る
事
を
願
ひ

ま
す
。
だ
が
編
輯
者
の
方
で
も
叉
印
刷
者
の
方

で
も
だ
ん
だ
ん
な
れ
て
來
れ
ば
規
定
通
り
に
追

立
諸
君
の
前
に
提
供
す
る
事
が
出
駆
る
様
に
な

る
だ
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
。
先
つ
九
月
號
位
か
ら

正
規
に
出
せ
る
ご
思
ひ
ま
す
。
本
號
の
口
給
の

第
一
葉
は
古
川
君
の
御
骨
折
で
す
。
第
二
葉
は

中
村
君
の
ス
ケ
ッ
チ
で
全
く
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も

の
で
す
。
日
本
で
襲
表
す
る
火
星
圖
の
第
一
の

も
の
で
す
。
小
さ
な
望
遠
鏡
で
な
く
丸
善
に
描

け
る
中
村
君
の
早
々
を
誰
で
も
感
嘆
せ
す
に
は

居
ら
れ
な
い
で
せ
う
。
山
本
有
畑
士
の
『
火
星

の
表
面
に
就
て
』
は
そ
の
精
細
な
事
に
於
て
讃

者
諸
君
を
悦
こ
ば
せ
る
事
ご
思
ひ
ま
す
。
中
村

君
の
遊
星
一
瞥
測
は
君
の
努
力
の
結
晶
ご
言
っ
て

よ
い
で
せ
う
。

　
編
輯
に
就
て
色
々
あ
き
た
ら
職
事
や
注
交
が

あ
れ
ば
私
ま
で
言
っ
て
下
さ
い
。
出
來
る
だ
け

の
事
は
や
り
ま
す
。
最
後
に
何
度
も
出
版
に
封

し
て
催
促
し
て
下
さ
っ
た
身
上
諸
君
の
爆
心
さ

に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
（
荒
木
記
）

　
　
　
　
廣
　
　
告

　
天
界
校
正
係
募
集

京
都
在
住
の
方
で
印
刷
校
正
を
手
傳
っ
て
下
さ

る
子
心
な
會
員
の
方
が
あ
ウ
ま
し
た
ら
私
ま
で

御
申
込
を
願
ま
す
。
勿
論
心
魂
な
報
酬
は
致
し

ま
す
。
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京
郁
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伏
見
町
京
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大
黒
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源
治
鄭

京
都
市
錦
小
路
油
小
路
凍
青
池
喜
代
藏

華
船
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五
辻
下
ル
河
村
篤
之
助

京
都
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第
三
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等
茶
器
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天
榮
三
郎

大
阪
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一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
記
文
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紳
日
だ
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榮
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定
助

兵
庫
縣
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宥
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子
師
範
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泉
郁

兵
庫
縣
尼
崎
市
高
等
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學
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一
穴
孝
造

岡
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市
門
旧
二
十
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水
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千
里
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長
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縣
上
田
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高
等
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澤
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市
長
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小
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部
黒
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耶



E

望
遠
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れ
ま
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條
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噂

淫
寵
し
て
．
取
寄
せ
常
例
に
て
蓮
逡

中
の
事
故
を
保
讃
し
て
完
全
品

を
お
堀
け
し
ま
す
。

定
評
は
爲
替
相
膓
の
墾
動

が
あ
り
ま
す
・
か
ら
慨
．
鼻

ε
し
、
そ
し
て
代
金
は
　
　
課
．

注
文
と
同
時
に
南
金
　
　
．
．

に
て
當
肚
へ
お
支

彿
ひ
を
願
．
ひ
．

ま
す
。

現
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